
実施主体：倉敷市

実施期間：平成30年12月18日～平成31年1月10日

送　付　先：平成30年7月豪雨により真備町で被災した世帯（5,699）

回　収　数：3,336票　（回収率：58.5％）

問１　世帯主の年齢を記入してください。

属性 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,327

２０代以下 65

３０代 245

４０代 500

５０代 379

６０代 711

７０代 1,005

８０代 367

９０代以上 55

未回答 9

問２　世帯で最も若い方の年齢を記入してください。

属性 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,282

０～５歳 278

６～１２歳 279

１３～１８歳 253

１９歳及び２０代 344

３０代 263

４０代 342

５０代 255

６０代 509

７０代 585

８０代 149

９０代以上 25

未回答 54

問３　世帯の人数を記入してください。

属性 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,312

１人 493

２人 1,236

３人 711

４人 515

５人 225

６人 89

７人 30

８人以上 13

未回答 24

「住まいの再建に関するアンケート調査結果」
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「住まいの再建に関するアンケート調査結果」

問４　被災時に住んでいた地区を選んでください。

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,318

川辺 961

岡田 292

辻田 423

市場 1

有井 478

上二万 2

下二万 42

箭田 775

尾崎 214

妹 45

服部 82

その他 3

未回答 18

問５　被災時に住んでいた自宅の種類、築年数などについて、それぞれあてはまるものを選んでください。

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,331

●自宅の種類

持ち家 3,022

借家 309

未回答 5

●持ち家の築年数

１０年未満 393

１０～２０年 427

２０～３０年 593

３０～５０年 1,374

５０年以上 186

未回答 49

●借家の居住年数

１０年未満 200

１０～２０年 42

２０～３０年 19

３０～５０年 34

５０年以上 4

未回答 10

問６　ご自宅の被害分類を選んでください。

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,328

全壊 2,940

大規模半壊 233

半壊 104

一部損壊 22

その他 29

未回答 8
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「住まいの再建に関するアンケート調査結果」

問７　水害に対する損害保険に加入していましたか。

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,309

加入していた 1,898

加入していなかった 1,319

わからない 92

未回答 27

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 2,973

修繕中・修繕予定 1,487

解体予定・解体済み 1,260

方針が未定・わからない 226

未回答 49

問９　現在のお住まい（避難先）の種類を選んでください。

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,326

被災前と同じ住宅 659

建設型仮設住宅 162

借上型（みなし）仮設住宅 1,725

賃貸住宅（借上型以外） 217

市営住宅等一時入居 15

避難所 2

親族の家 321

知人・友人の家 21

その他 204

未回答 10

問１０　現在のお住まい（避難先）の地域・地区を選んでください。

分類 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,302

真備町内 966

倉敷市内（真備町を除く。） 1,713

倉敷市外 623

未回答 34

問８　被災したご自宅をどのようにするつもりかを選んでください。
　　　（※問５で「持ち家」と回答したものを集計）
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「住まいの再建に関するアンケート調査結果」

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 1,200

建設型仮設住宅へ移りたい 20

借上型（みなし）仮設住宅へ移りたい 43

希望しない 1,137

未回答 234

問１２　住まいの再建の見通し・希望について、最も近いものを１つ選んでください。

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,264

自宅を建て替えて住む 745

自宅を修繕して住む 1,442

別の場所で新築・購入して住む 200

住んでいた借家に戻る 30

新たに民間賃貸住宅を借りる 89

市営住宅（災害公営住宅）に入居したい 154

親族の家で同居する 56

福祉施設等に入居したい 19

わからない・検討中 397

その他 132

未回答 72

問１３　今後居住する予定・もしくは居住を希望する地域・地区を１つ選んでください。

分類 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,238

真備町内 2,690

倉敷市内（真備町を除く。） 300

倉敷市外 186

未定 62

未回答 98

問１４　居住する場所を選ぶ上で重視することについて、３つまで選んでください。

選択肢 回答数 回答数 3,336

住み慣れた地区内 2,311

被災前のコミュニティのつながり 1,161

子・孫の学校に近いこと 656

職場に近いこと 444

店舗、病院などが近いこと 1,304

駅に近いこと 363

避難場所に近いこと 167

昼間でも静かな環境 584

幹線道路までの道路幅など車の利便性 410

その他 381

問１１　現在のお住まい（仮設住宅等に入居中の方を除く。）から仮設住宅へ移る希望はありますか。
　　　　（※問９で仮設住宅等と回答したものを除いて集計）
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「住まいの再建に関するアンケート調査結果」

問１５　住まいの再建に向けて、課題だと思うことをすべて選んでください。

選択肢 回答数 回答数 3,336

被災家屋の片付け・清掃が進んでいないこと 457

建替え・修繕の工事業者の不足 833

住宅の建替え・修繕のための資金の不足 1,451

被災家屋の住宅ローンが残っていること 520

銀行等から融資を受けるのが難しいこと 390

住宅を建てるのに適当な土地がないこと 186

適当な借家がないこと 201

借家の家賃、敷金等の支払いが難しいこと 206

将来、自宅を引き継ぐ者がいないこと 489

堤防強化、小田川の付替えなどの進み具合 2,127

公費解体の時期が見通せないこと 455

公共事業に伴う移転が必要なこと 109

その他 379

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 3,055

既に活用している 56

活用を検討している 731

活用の意向は無い 2,268

未回答 281

選択肢 回答数 回答数（未回答を除く。） 2,994

活用を検討している 44

興味がある 368

活用の意向は無い 2,582

未回答 342

問１７　高齢者世帯が自宅の修繕、建替え等をする場合に、金融機関から融資を受け、本人又は配偶者が存命中は月々の利子のみを
　　　支払い、死亡時にその自宅及び敷地の売却により元金を一括返済する仕組みを「リバースモーゲージ」といいます。この仕組みの
　　　活用意向についてあてはまるものを選んでください。

【問い合わせ先】
　倉敷市住宅課　086-426-3531

問１６　倉敷市では、被災した自宅の修繕、建替え等のために金融機関から融資を受ける場合に、300万円までの借入金にかかる７年間
　　　分の利子を給付する「住宅災害復旧等資金利子補給金制度」を実施しています。この制度の活用についてあてはまるものを選んで
　　　ください。
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